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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
と
あ
る
魔
術
の
黙
示
録

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
１
７
６
Ｏ

【
作
者
名
】

　
Ｓ
ｐ
ａ
ｄ
ｅ

【
あ
ら
す
じ
】

　
春
、
桜
の
花
弁
が
舞
う
季
節
。
二
年
生
に
な
っ
た
上
条
当
麻
の
ク
ラ
ス
に
、

と
あ
る
少
年
が
転
校
し
て
き
た
。
彼
の
戸
籍
や
能
力
は
一
切
不
明
で
、
噂
に
よ

る
と
彼
は
外
部
か
ら
や
っ
て
き
た
人
間
、
と
い
う
情
報
も
あ
る
と
か
。
そ
ん
な

彼
は
、
と
あ
る
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
―
―
。
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序
章
（
前
書
き
）

意
味
不
明
な
展
開
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
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序
章

序
章
　
　
　
　
　
黙
示
録
と
薔
薇
十
字
の
女
王

　
　
　
　
　
　
　
 

Ｒ
ｅ
ｖ
＿
Ａ
ｎ
ｄ
＿
Ｃ
ｒ
ｉ
ｓ
ｔ
ｉ
ａ
ｎ
 

　
石
畳
が
敷
か
れ
た
、
と
あ
る
市
街
地
の
路
地
裏
。

　
闇
に
染
ま
り
し
ロ
ン
ド
ン
の
空
。
そ
れ
は
何
か
の
前
兆
か
、
白
銀
の
月
は
黒

き
雲
に
覆
い
尽
く
さ
れ
る
。
そ
の
下
で
、
己
を
照
ら
し
て
い
た
月
の
光
が
翳
り
、

黒
衣
を
纏
う
艶
や
か
な
黒
髪
の
女
性
が
空
を
見
上
げ
た
。

　
彼
女
の
名
は
、
レ
ヴ
。

　
元
、
必
要
悪
の
教
会
の
魔
術
師
で
あ
る
。
必
要
悪
の
教
会
と
は
、
十
字
教
の

ネ
セ
サ
リ
ウ
ス

ネ
セ
サ
リ
ウ
ス

じ
ゅ
う
じ
き
ょ
う

三
大
勢
力
の
一
、
イ
ギ
リ
ス
清
教
に
属
す
る
魔
術
関
連
の
殲
滅
や
処
分
を
任
務

せ
い
き
ょ
う

と
し
た
組
織
で
あ
る
。
そ
ん
な
彼
女
が
、
必
要
悪
の
教
会
の
元
を
離
れ
て
か
ら

ネ
セ
サ
リ
ウ
ス

早
一
月
。
レ
ヴ
に
は
初
め
か
ら
分
か
り
き
っ
て
い
た
こ
と
だ
が
、
彼
女
ら
は
突

、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、

然
や
っ
て
来
た
。

　
レ
ヴ
は
視
線
を
下
ろ
し
、
ぽ
つ
り
と
呟
く
。

「
…
…
、
貴
女
た
ち
の
目
的
は
一
体
何
で
す
？
」

　
レ
ヴ
は
行
く
手
を
阻
む
『
造
ら
れ
た
石
垣
』
に
手
を
当
て
、
見
え
ざ
る
敵
に

向
か
っ
て
問
い
掛
け
た
。
刹
那
の
沈
黙
後
、
そ
の
問
い
の
答
え
が
虚
空
か
ら
返

っ
て
く
る
。

「
今
は
ま
だ
…
…
、
明
か
す
時
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
」

　
静
か
だ
が
確
か
に
響
く
、
透
き
通
る
よ
う
な
女
性
の
声
。
そ
し
て
、
レ
ヴ
の

背
後
に
音
も
な
く
三
つ
の
影
が
降
り
立
っ
た
。
三
人
と
も
白
い
ロ
ー
ブ
を
纏
い
、
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フ
ー
ド
を
深
く
被
っ
て
い
る
。
ロ
ー
ブ
の
胸
に
は
銀
の
十
字
架
が
描
か
れ
、
そ

の
十
字
架
の
横
線
と
縦
線
が
交
差
す
る
部
分
に
は
、
血
の
よ
う
に
赤
い
真
紅
の

薔
薇
が
描
か
れ
て
い
た
。

　
真
ん
中
に
立
つ
、
透
き
通
る
よ
う
な
声
の
持
ち
主
が
フ
ー
ド
を
外
す
。
風
に

な
ぶ
ら
れ
、
輝
く
黄
金
色
の
髪
が
ふ
わ
り
と
靡
い
た
。
一
見
清
楚
且
つ
優
し
そ

う
な
趣
の
あ
る
彼
女
だ
が
、
何
処
か
悪
意
を
帯
び
て
い
る
黄
金
の
瞳
で
レ
ヴ
の

背
を
睨
み
付
け
る
。
そ
の
視
線
を
悟
っ
て
か
、
レ
ヴ
は
振
り
返
っ
た
。

　
彼
女
の
瞳
に
、
金
色
の
瞳
の
魔
術
師
が
映
る
。

こ
ん
じ
き

「
│
│
薔
薇
十
字
の
女
王
、
も
と
い
ク
リ
ス
。
そ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
で
す
？
」

ロ
ー
ゼ
ン
ク
ロ
イ
ツ

「
ふ
ふ
。
…
…
ま
だ
名
乗
っ
て
す
ら
い
な
い
の
に
、
私
を
そ
の
名
で
呼
ぶ
と
は
。

や
は
り
、
貴
女
の
魔
術
は
本
物
の
よ
う
で
す
ね
。
―
―
そ
れ
に
貴
女
な
ら
ば
、

チ
カ
ラ

我
々
の
目
的
を
既
に
御
存
知
の
は
ず
で
は
？
」

「
無
論
で
す
。
し
か
し
、
例
え
全
て
を
知
っ
て
い
よ
う
と
、
そ
れ
を
些
少
で
も

公
言
す
れ
ば
世
界
の
理
を
乱
し
兼
ね
な
い
の
で
す
。
故
に
、
私
の
口
か
ら
述
べ

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
」

「
…
…
成
る
程
。
つ
ま
り
貴
女
は
、
こ
の
乱
れ
腐
っ
た
世
界
に
ま
だ
堕
落
の
余

地
が
あ
る
と
い
う
の
で
す
ね
」

「
ち
っ
。
ホ
ン
ト
面
倒
臭
い
女
ね
」

　
ク
リ
ス
の
左
隣
に
立
つ
女
が
罵
倒
混
じ
り
に
悪
態
を
つ
く
。
ク
リ
ス
は
そ
の

女
を
睨
み
つ
け
、
黙
ら
せ
た
。
女
は
縮
こ
ま
り
、
何
か
を
呟
き
フ
ー
ド
を
深
く

被
る
。
そ
の
一
方
で
、
ク
リ
ス
の
右
隣
に
立
つ
も
う
一
人
は
微
動
だ
に
す
ら
せ

ず
、
黙
っ
た
ま
ま
の
立
ち
姿
を
保
っ
て
い
た
。
ク
リ
ス
は
視
線
を
戻
し
、
レ
ヴ

を
ひ
た
と
見
据
え
る
。

「
さ
て
、
単
刀
直
入
に
申
し
上
げ
ま
し
ょ
う
。
貴
女
、
私
の
仲
間
に
な
る
気
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
」

「
…
…
。
な
ぜ
で
す
？
」

「
な
ぜ
？
　
│
│
ふ
ふ
、
貴
女
も
嫌
み
た
ら
し
い
人
で
す
ね
。
分
か
り
き
っ
て

い
る
の
に
、
態
々
問
う
と
は
」

「
…
…
、
」
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黙
り
込
む
レ
ヴ
に
ク
リ
ス
は
苦
笑
し
、
淡
々
と
話
を
続
け
る
。

「
ふ
ふ
。
知
っ
て
い
ま
す
よ
？
　
貴
女
は
禁
書
目
録
の
所
偽
で
、
必
要
悪
の
教

ス

ネ
セ
サ
リ
ウ

会
か
ら
追
放
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
？
」

「
な
…
…
」

「
で
も
、
私
た
ち
は
貴
女
を
見
捨
て
た
り
な
ど
し
ま
せ
ん
。
寧
ろ
、
貴
女
を
必

要
と
し
て
い
る
の
で
す
」

「
―
―
魔
術
に
託
し
た
未
来
」

Ｌ
ｅ
ｖ
ｅ
３
０
１

「
！
　
ど
う
し
て
そ
の
名
を
―
―
！
？
」

「
私
も
、
元
は
必
要
悪
の
教
会
の
人
間
で
し
た
か
ら
。
│
│
も
う
一
度
問
い
ま

ネ
セ
サ
リ
ウ
ス

す
。
レ
ヴ
＝
レ
ア
ド
＝
フ
ァ
ト
ゥ
ー
レ
。
私
た
ち
と
共
に
理
想
の
未
来
を
築
き

ユ
ー
ト
ピ
ア

ま
せ
ん
か
？
」

　
ク
リ
ス
│
│
も
と
い
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
＝
ロ
ー
ゼ
ン
ク
ロ
イ
ツ
は
レ
ヴ
に

手
を
差
し
伸
べ
た
。

「
…
…
、
」

　
月
を
覆
う
雲
が
消
え
、
再
び
ロ
ン
ド
ン
の
街
を
仄
か
に
照
ら
し
出
す
。

　
禁
書
目
録
。

　
一
〇
万
三
〇
〇
〇
冊
の
魔
道
書
を
全
て
記
憶
し
た
、
完
全
記
憶
能
力
を
持
つ

少
女
。
そ
の
名
も
、
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
。
彼
女
の
所
為
で
レ
ヴ
は
必
要
悪
の
教
会

禁
書
目
録

イ
ン
デ
ッ
ク
ス

ネ
セ
サ
リ
ウ
ス

を
追
放
さ
れ
た
。
必
要
な
か
っ
た
の
だ
。
全
て
の
魔
道
書
を
記
憶
し
現
実
を
支

リ
ア
ル

配
す
る
力
を
持
つ
彼
女
に
対
し
、
未
来
し
か
見
れ
な
い
彼
女
の
能
力
な
ど
。

ビ
ジ
ョ
ン

「
私
、
は
…
…
」

　
だ
が
、
薔
薇
十
字
は
違
っ
た
。
レ
ヴ
を
受
け
入
れ
、
必
要
と
し
て
く
れ
て
い

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン

る
。
居
場
所
を
失
っ
た
レ
ヴ
に
、
居
場
所
を
与
え
て
く
れ
よ
う
と
す
る
彼
女
。

　
未
来
を
見
た
時
か
ら
、
既
に
レ
ヴ
の
答
え
は
決
ま
っ
て
い
た
。

、
、

「
…
…
や
は
り
、
未
来
に
は
逆
ら
え
ま
せ
ん
ね
。
│
│
分
か
り
ま
し
た
。
貴
女

た
ち
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
」
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ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
た
ち
三
人
は
互
い
に
目
配
せ
を
す
る
。
そ
し
て
、
ク
リ
ス

テ
ィ
ア
ン
が
レ
ヴ
に
問
う
た
。

「
と
い
う
こ
と
は
、
私
た
ち
の
仲
間
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
？
」

「
は
い
」

「
私
は
、
貴
女
た
ち
薔
薇
十
字
を
信
じ
ま
す
│
│
」
 

ロ
ー
ゼ
ン
ク
ロ
イ
ツ
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序
章
（
後
書
き
）

と
り
あ
え
ず
序
章
は
こ
れ
に
て
終
了
で
す
。

次
の
更
新
は
い
つ
に
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
頑
張
り
ま
す
の
で
応
援
ヨ
ロ

シ
ク
で
す
！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

とある魔術の黙示録
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